
景気浮揚！雇用創出！

ごご
支支
援援
、、ごご
協協
力力
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。

県
議
会
議
員
と
し
て

３
年
２
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

景
気
浮
揚
！
雇
用
創
出

こ
れ
か
ら
も
県
民
の
厳
し
い
実
態
を
訴
え

働
く
人
達
の
立
場
に
立
っ
た
県
政
を
め
ざ
し
て

県
議
会
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
５
月
ま
で
寒
い
寒
い
と
い
っ

て
い
た
ら
、
一
気
に
蒸
し
暑
い
梅
雨
に
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
暑
中
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

お
体
に
は
十
分
に
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
の
定
例
県
議
会
は
、
６
月
３
日
に
開
会
し
２５
日

に
終
了
致
し
ま
し
た
。

中
村
知
事
に
お
い
て
は
今
回
の
定
例
県
議
会
が
知
事

当
選
後
２
回
目
の
定
例
県
議
会
と
な
る
も
の
の
、
知
事

と
し
て
の
思
い
を
込
め
た
補
正
予
算
が
初
め
て
提
案
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
目
玉
と
な
る
の
は
、
政
府
が
打
ち
出
し
た
高
校

の
授
業
料
無
償
化
に
対
し
て
、
私
立
高
校
は
公
立
高
校

と
比
べ
授
業
料
が
割
高
と
な
る
こ
と
に
よ
る
差
額
負
担

の
問
題
が
顕
著
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
穴
埋
め
を

行
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
経
済
不
況
に
よ
っ
て
問
題
化
し

た
高
校
の
未
就
職
新
卒
者
に
対
す
る
支
援
の
強
化
な
ど
、

一
部
で
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
全
国
で
最
下
位

レ
ベ
ル
に
あ
る
長
崎
県
の
経
済
浮
揚
策
を
ど
の
よ
う
に

し
て
舵
取
し
て
い
く
の
か
、
ま
だ
ま
だ
中
村
丸
の
先
行

き
に
は
光
明
は
さ
さ
な
い
状
況
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
が
た
の
声
を
県
政
に
反
映
さ

せ
、
私
た
ち
の
厳
し
い
苦
し
い
実
情
を
訴
え
な
が
ら
、

全
力
で
県
政
浮
揚
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
へ
の
支
援
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
頂

き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

景景気気浮浮揚揚！！雇雇用用創創出出！！
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６
月
定
例
県
議
会
６
月
３
日
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６
月
２５
日
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雇
用
対
策
関
連
事
業

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
の
活
用

就
職
・
能
力
開
発
支
援

雇
用
人
材
育
成

総
合
事
業

６
月
定
例
県
議
会

・
未
就
職
卒
業
生
の
県
内
就
職
を

促
進今

年
の
春
に
県
内
学
校
を
卒
業

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
就
職
が
決

定
し
て
い
な
い
新
規
卒
業
者
（
学

歴
は
不
問
）
に
対
し
て
企
業
で
の

体
験
や
就
業
を
通
じ
て
正
社
員
化

を
促
進
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

・
未
就
職
卒
業
生
（
平
成
２２
年
卒

業
の
高
校
生
）
を
正
規
雇
用
し
た

県
内
の
中
小
企
業
に
県
独
自
の
助

成
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
一
人
当
た
り
１５
万
円
の
一
時

金
を
支
給
、
但
し
平
成
２２
年
７
月

か
ら
平
成
２３
年
３
月
の
期
間
中
に

正
規
雇
用
さ
れ
た
場
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。

新
卒
者
の
未
就
職
化
を
何
と
し

て
も
減
少
さ
せ
な
い
と
、
次
年
度

以
降
の
新
卒
者
が
ま
た
ま
た
未
就

職
化
を
す
る
と
い
う
玉
突
き
現
象

化
し
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
せ
っ
か
く

希
望
を
胸
に
抱
い
て
学
校
を
卒
業

し
た
そ
の
第
一
段
階
で
、
働
く
べ

き
仕
事
先
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、

本
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
心
の
傷

と
し
て
残
り
か
ね
ま
せ
ん
。

万
全
の
態
勢
を
取
る
よ
う
に
今

後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

高
校
生
の
就
職
促
進
に
つ
な
げ

る
た
め
、
資
格
取
得
の
た
め
の
溶

接
技
能
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

工
業
高
校
生
の
実
践
力
を
養
成

す
る
た
め
、
熟
練
技
能

者
や
専
門
家
に
よ
る
実

技
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

※
資
格
取
得
講
習
会

は
平
成
２１
年
当
初
１
６

０
名
、
平
成
２２
年
６
月

３
０
０
名
と
増
員

６
月
定
例
県
議
会
、補
正
予
算
の
規
模

今
回
の
定
例
県
議
会
は
、
知
事
選
挙
後
２
回
目
の
県
議
会
で

あ
り
、前
回
の
骨
格
予
算
に
対
し
て
、具
体
策
の
肉
付
け
を
行
っ

た
予
算
と
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
総
額
は
７
３
７
億
４
千
８
百
万
円
と
な
り
、補
正

後
の
予
算
総
額
は
７
３
７
２
億
１
千
１
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
県
議
会
報
告
に
お
い
て
は
、
様
々
な
予
算
措
置
の
う

ち
、
私
立
高
等
学
校
授
業
料
軽
減
策
、
雇
用
対
策
関
連
事
業
等
、

に
つ
い
て
記
載
し
て
み
ま
し
た
。

次
回
、
１１
月
定
例
県
議
会
で
は
更
に
新
た
な
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

現
場
で
働
く
人
達
の
立
場
に
立
っ
た
県
政
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議題及び・知事県政方策に対する

金金子子県県議議のの考考ええ

長崎新聞

長崎新聞

２�２０１０年（平成２２年）７月１日発行 第８号【６月議会特集号】金 子 三 智 郎 県 議 会 報 告



22年度当初�
（授業料）�
459,600円�
（上限）�

356,400円�
（上限）�

332,378円�
（県授業料�

平均）�

297,000円�

237,600円�

178,200円�

118,800円�

0 250万円� 430万円�350万円�

生活保護�
222,000円�
（一部基金）�

市町村民税非課税�
118,800円�
（一部基金）�

（国）就学支援金�
（低所得加算①）�
118,800円�

低所得�
59,400円�
（一部基金）�

（国）就学支援金�
（低所得加算②）�
59,400円�

低所得�
59,400円�
（一部基金）�

（国）　就学支援金118,800円�

118,800円�

59,400円�

59,400円�

22年6月補正後�
（授業料）�
459,600円�

356,400円�

332,378円�
（県授業料�

平均）�

297,000円�

237,600円�

207,900円�

178,200円�

118,800円�

0 250万円� 430万円�350万円�

生活保護�
222,000円�
（一部基金）�

市町村民税非課税�
118,800円�
（一部基金）�

（国）就学支援金�
（低所得加算①）�
118,800円�

低所得�
118,800円�
（一部基金）�

（国）就学支援金�
（低所得加算②）�
59,400円�

低所得�
89,100円�
（一部基金）�

（国）　就学支援金118,800円�

59,400円�

89,100円�

89,100円�

は国�
は県�

私
立
高
等
学
校
授
業
料
軽
減
策

自
民
党
政
権
か
ら
民
主
党
・
社

民
党
・
国
民
新
党
の
連
立
政
権
へ

と
政
権
交
代
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
長
い
間
放
置
さ
れ
て
い

た
、
高
等
学
校
の
授
業
料
無
償
化

が
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
授

業
料
の
算
定
基
準
を
公
立
高
校
に

置
い
た
場
合
、
私
立
高
校
に
通
う

生
徒
の
授
業
料
と
の
格
差
が
大
き

い
と
し
て
、
年
度
当
初
予
算
に
お

い
て
、
国
の
給
付
額
に
上
乗
せ
し

差
額
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
市
県
民
税
非
課
税
所

帯
を
基
準
と
し
た
支
援
金
の
場
合
、

基
準
所
得
額
で
あ
る
２
５
０
万
円

を
越
え
た
と
た
ん
に
大
き
な
負
担

増
と
な
り
、
生
活
に
あ
え
ぐ
低
額

所
得
者
を
苦
し
め
る
こ
と
と
な
る

現
実
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
補
正
予
算
で
は
、
私
た
ち
の

会
派
で
あ
る
改
革
２１
が
、
強
く
改

善
を
求
め
、
３
５
０
万
円
未
満
の

低
所
得
者
へ
の
上
積
み
支
援
金
を

５
９
、４
０
０
円
か
ら
１
１
８
、８

０
０
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、

４
３
０
万
円
未
満
の
所
得
者
に
も

上
積
み
支
援
金
を
５
９
、４
０
０

円
か
ら
８
９
、１
０
０
円
に
増
額

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
立
・
私
立
を
含
め
た
す
べ
て

の
教
育
機
関
の
実
質
無
償
化
に
は

ま
だ
ま
だ
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
山
が
あ
り
ま
す
が
、
財
政
力
が

弱
い
本
県
に
と
っ
て
朗
報
と
い
え

ま
す
。

【軽減額一覧】
生活保護所帯 累 計

国の就学支援金 １１８，８００円
国の就学支援金（低所得加算） １１８，８００円 ２３７，６００円
県の支援金（生活保護上乗せ） ２２２，０００円 ４５９，６００円
所得２５０万円未満（県市民税非課税所帯）

国の就学支援金 １１８，８００円
国の就学支援金（低所得加算） １１８，８００円 ２３７，６００円
県の支援金（県市民税非課税者上乗） １１８，８００円 ３５６，４００円
（今回の補正で上乗せ増額となった分）
所得２５０万円～３５０万円

国の就学支援金 １１８，８００円
国の就学支援金（低所得加算�） ５９，４００円 １７８，２００円
県の支援金（低所得者） １１８，８００円 ２９７，０００円

当初予算額 （２３７，６００円）
所得３５０万円～４３０万円

国の就学支援金 １１８，８００円
県の支援金（低所得者） ８９，１００円 ２０７，９００円

当初予算額 （１７８，２００円）

【私立高等学校授業料軽減補助金等スキーム図】
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平

成
19年主な活動

報

告

お
も
な
質
問
事
項

平
成
１９
年
９
月

９
月
定
例
県
議
会

金
子
県
議
初
の
一
般
質
問

建
設
技
能
者
の
厳
し
い
実
態
を
訴
え
鋭
く
追
求

1

長
崎
県
の
景
気
浮
揚
と
県
民
の
購
買
力
向
上
策
に
つ
い
て

2

公
契
約
条
例
（
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等
確
保
条
例
）
制
定
に
つ
い
て

3

国
土
交
通
省
の
「
建
設
産
業
政
策
２
０
０
７
」
に
つ
い
て
「
人
づ
く
り
」

の
観
点
か
ら

4

将
来
人
口
推
移
と
介
護
保
険
の
団
塊
の
世
代
へ
の
対
応
に
つ
い
て

5

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
教
職
員
の
勤
務
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

平
成
１９
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

５
期
１７
年
に
わ
た
り
県
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
、
前
田
富

雄
県
議
の
後
継
者
と
し
て
、
ま
た
、
建
設
長
崎
の
仲
間
の
代
表
と

し
て
、
多
く
の
支
援
組
合
の
代
表
と
し
て
、
小
零
細
の
職
場
で
働

く
人
達
の
代
表
と
し
て
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、

多
く
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厳
し
い
選
挙
の
中
か
ら

当
選
を
果
た
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
議
会
へ
初
当
選
以
来
６
ヵ
月
が
経
過
し
、
２
回
目
の
県
議
会

本
会
議
で
、
議
員
と
し
て
初
め
て
の
一
般
質
問
へ
の
登
壇
を
行
い

ま
し
た
。

ご
支
援
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金
子
県
議﹇
3
年
2
カ
月
﹈お
も
な
活
動
報
告

平成１９年

少子・高齢対策
特別委員会県外現地調査

（石川県 福井県）

経
済
労
働
委
員
会

県
内
視
察
調
査
（
県
北
方
面
）

▲８月２３日 福井県議会議事堂前で

▲５月２４日 長崎県環境保健研究センター
落成式に出席

▲８月２２日 特別養護老人ホーム「ま
すほの里（石川県）を視察

▲平成１９年１１月７日～９日 経済労
働委員会神奈川県産業立地視察

▼

９
月
６
日

佐
世

保
高
等
技
術
専
門

校
で
「
産
業
人
材

育
成
」
の
現
状
を

視
察

▲波佐見町との意見交換

▲８月２６日 大村子供の家で子供たちの夏休みの作品づくりと
して「プランター」「傘立て」「棚」を青年部の指導で作製

▲平成１９年１１月８日 �アマダ（伊
勢原市）金属加工機械製造視察

▲平成１９年１０月１１日 県議団で対
馬・美津島漁協を視察

４�２０１０年（平成２２年）７月１日発行 第８号【６月議会特集号】金 子 三 智 郎 県 議 会 報 告



平

成
20年主な活動

報

告

平
成
２０
年
７
月

７
月
定
例
県
議
会

金
子
県
議
燃
油
の
価
格
高
騰
問
題
等

鋭
く
追
求
！

県
原
油
価
格
高
騰
対
策
本
部

（
本
部
長
金
子
知
事
）設
置
へ

平
成
２０
年
７
月
議
会
に
は
一
般
質
問
の
順
番
が
私
に
な
り
、
７

月
１１
日
、
一
般
質
問
２
日
目
に
登
壇
し
ま
し
た
。

質
問
内
容
は
、
今
私
た
ち
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
ぶ
つ
け
て
み
ま
し
た
。
特
に
燃
油
の
価
格
高
騰
問
題
で

は
、
価
格
暴
騰
へ
の
対
応
と
と
も
に
再
質
問
の
中
で
、
同
じ
原
油

問
題
な
の
に
県
の
担
当
部
署
が
多
岐
に
分
か
れ
て
お
り
、
統
一
し

た
対
処
が
出
来
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
、
早
急
な
対
応
を
求
め
ま

し
た
。
知
事
は
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

新
聞
も
こ
の
事
に
強
い
興
味
を
見
せ
、
翌
日
の
長
崎
新
聞
で

は
一
面
記
事
と
な
り
ま
し
た
。

県
は
知
事
を
本
部
長
と
し
て
７
月
１４
日
に
原
油
価
格
高
騰

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
原
油
価
格

高
騰
で
苦
し
む
県
内
各
業
界
の
要
望
を
把
握
し
、
対
策
を
検

討
し
て
行
く
事
と
し
、
早
速
翌
１５
日
に
は
上
京
し
て
国
に
要

請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県土木部と
大規模災害支援協定を
締結（６月１８日）

平成２０年

平
成
２０
年
７
月
定
例
県
議
会

７
月
４
日�

７
月
２７
日

�
災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り

�
小
学
校
・
中
学
校
な
ど
の
災
害
避
難
施
設
の
耐
震

化
に
つ
い
て

�
県
庁
舎
建
築
に
つ
い
て

・
耐
久
性
、
耐
震
化
、
県
内
業
者
最
優
先
の
発
注

�
高
齢
者
へ
の
諸
施
策
に
対
す
る
政
治
姿
勢

�
介
護
保
険
に
つ
い
て

�
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

�
原
油
高
騰
問
題

▼

少
子
高
齢
対
策
特
別
委
員
会
の

視
察
（
五
島
市
）

▲２月１日 経済労働委員会�大光
食品視察

▲

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

を
訴
え
る
金
子
県
議（
於
馬
町
）

▼

難
病
認
定
を
求
め
る
署
名

野
口
昌
剛
さ
ん
に
１
万

９
１
０
人
分
を
手
渡
す

▲県議団で諫早湾干拓地視察

▲平成２０年５月２９日 特別養
護老人ホームすずらんガー
デン（盛岡市）
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平

成
21年主な活動

報

告

平成２１年

平
成
２１
年
２
月

２
月
定
例
県
議
会

金
子
県
議
Ｃ
Ｍ
方
式
導
入
を
訴
え
る

総
合
評
価
落
札
方
式
の
改
善

Ｃ
Ｍ（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）

日
本
の
雇
用
情
勢
が
急
激
に
悪

化
す
る
中
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

は
、
職
を
失
う
と
退
職
金
も
な
く

雇
用
保
険
も
加
入
し
て
い
な
い
た

め
失
業
手
当
も
受
け
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
、
会
社
の
寮
な
ど

に
住
ん
で
い
る
人
は
住
ま
い
を
失

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
大
企
業
は
正
社
員

を
減
ら
し
、
そ
れ
を
非
正
規
雇
用

者
に
置
き
換
え
、
空
前
の
利
益
を

上
げ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
が
減
益

と
な
っ
た
途
端
、
安
全
弁
と

し
て
真
っ
先
に
派
遣
労
働
者

等
を
切
り
捨
て
て
来
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
企
業
の
姿
勢
は

放
置
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。今

回
の
一
般
質
問
で
は
、

県
の
理
事
者
に
対
し
て
、
�

緊
急
の
雇
用
対
策
と
救
済
対

策
に
つ
い
て
、
�
建
設
業
の
発
注

方
式
に
つ
い
て
、�
公
契
約
法（
条

例
）
の
制
定
に
つ
い
て
、
�
学
校

等
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
�
教
員

免
許
更
新
制
に
つ
い
て
、
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
十
分
な
突
っ
込
み

と
徹
底
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

反
省
と
し
て
残
り
ま
す
が
、
そ
れ

な
り
の
答
弁
が
引
き
出
せ
た
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

1 緊急雇用対策、救済対策について
�県内の雇用動向と解雇の現状について
�離職者等への具体的な緊急対策は
�労働者派遣法の２００９年問題への対応策は
2 建設業の工事発注方式の見直しについて
�建設業不況の現状認識と打開策
�建設工事の発注量
�コンストラクションマネージメント方式等の
研究と試行

�総合評価落札方式の改善
�公共工事最低制限価格の引き上げと現場労働
者の賃金引き上げについて

�木造住宅の振興策について
3 公契約法（条例）の制定について
4 学校などの耐震化について
5 教員免許の更新制について
�免許更新時の助成策について
�離島における講習について

平成２１年 ２月定例県議会

２月１９日�３月１８日

世界遺産登録推進
特別委員会委員長に就任、
正式登録に向けて

全力で取り組みます。

２００９（平成２１）年２月２８日� 長崎

▲長崎・上海友好館落成記念

▲厚生環境委員会で県内視察

２００９（平成２１）年
３月７日� 長崎

▲県議会傍聴後、県庁玄関にて

▲食肉衛生検査所

６�２０１０年（平成２２年）７月１日発行 第８号【６月議会特集号】金 子 三 智 郎 県 議 会 報 告



平

成
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報
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平成２２年

平
成
２１
年
１１
月

１１
月
定
例
県
議
会

金
子
県
議
実
例
を
ま
じ
え
て

公
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て
熱
く
訴
え
る
！

１１
月
長
崎
県
議
会
定
例
会
が
同
月
２７
日
〜
１２
月
１７
日
迄
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、
長
崎
県
議
会
議
員
に
当
選
就
任
し
ま
し
て
、

第
４
回
目
と
な
る
一
般
質
問
に
１２
月
４
日
に
登
壇
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
左
記
５
項
目
に
わ
た
っ
て
質
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
質
問
要
旨
と
県
知
事
、
部
課
長
か
ら
の
答
弁
要
旨
を
掲

載
し
、
議
会
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県県
内内
中中
小小
零零
細細
建建
設設
業業
者者
とと

建建
設設
技技
能能
者者
のの
救救
済済
策策
をを

質問事項

1 知事の次期知事選不出馬に伴う県
政課題の積み残しへの対応について
�県庁舎建て替え問題と跡地活用問
題について

�新幹線の長崎までの延伸と都市再
生総合整備事業及び都市再生緊急
整備地域の指定について

2 「公契約条例」制定について（千
葉県野田市の条例制定を受けて）
�野田市で条例制定が実現した事へ
の考えについて

�長崎県での条例制定の可能性について
�建設業における賃金の区分計算
（別計算）方式による入札の試行に
ついて

3 原爆症の認定申請の現状について
�原爆症の認定申請者数について
�原爆症の認定の現状ついて
�申請者に対する説明について
4 犯罪被害者に対する支援策の強
化について
�NPO法人 長崎被害者支援セン
ターの現状について

�NPO法人 長崎被害者支援セン
ターの財政基盤の確保策について

5 その他
�県の畜産行政について

▲４月２日 キヤノン工場見学

▲愛知県庁視察

▲諫早視察

▲眉山トンネル視察

▲平成２２年１月２１・２２日 環境生活委員会
島原市火山砂防事業視察

▲ハウステンボス視察

▲要請書を桑原県土木部長に手渡す
金子県議
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建設長崎�

●プロフィール
１９４７年（昭和２２年）長崎市高平町（小島校区）に生まれる
１９７０年（昭和４５年３月）福岡大学法学部卒業
【現在】
長崎県議会世界遺産登録特別委員会委員長歴任
長崎県建設産業労働組合 前執行委員長（５期）常任顧問（２
期目）
長崎県建設事業国民健康保険組合 理事長（４期目）
社団法人長崎県中小建設業協会 会長（４期目）
長崎県建設技術専門学院本部 副理事長（４期目）
長崎県建設専門業種団体協議会 専務理事（７期目）
長崎原爆殉難者慰霊奉賛会 会長（１期目）
【免許・資格】
２級建築士・宅地建物取引主任者・行政書士
建設業経理事務士（２級）・長崎歴史文化観光検定《長崎検
定》（２級）

金子県議の活動報告を建設長崎ホームページで
ご覧ください。

世
界
遺
産
登
録
推
進
等
特
別
委
員
会

上
五
島
（
５
月
１２
・
１３
日
）

環

境

生

活

委

員

会

佐
渡
市
・
糸
魚
川
市
・
金
沢
市
（
５
月
２４
〜
２６
日
）

▲旧野首教会（５月１２・１３日）

▲糸魚川ジオパーク調査 糸魚川市

金子県議
平成２２年
現地調査

▲上五島でエコカー試乗（５月１２・１３日）

http://www.kensetunagasaki.org/

ココをクリック
してください
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